鎌倉市自治基本条例策定市民会議第２９回策定委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年４月２日（水）　午前１０時～１２時１０分

	場　　所　　　　　　　市役所　２０１会議室

	出席者：柳下、郡司、小泉、小田切、児島、渡辺、松本、宅見、橋爪、鈴木、太田
（推進委員会：幸道）

欠席者：木戸、平倉、松山、三嶋、山村、
議事進行担当：議長　小泉

事務局：征矢、渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要
１　各グループ等の前回（３月２４日）以降の活動状況と今後の活動予定について（報告）
　策定部会

· ３月２８日に１グループと６グループとの意見交換を実施。

· １グループが４月８日、４グループが４月４日にそれぞれグループ討議を予定。

支援部会

· 市民活動チームは３月２８日に打合せ実施。４月１８日にチーム会合を予定。

· 本日（４月２日）午後に推進委員会を開催し、「かまくら市民活動の日フェスティバル」　への参加、地域協議会をテーマとしたＰＩの実施等についての協議予定。
２　市の支援会議との話し合いについて
【主な意見・感想】
· 行政サイドとしては素案大綱案の内容を厳しいものとして捉えたのではないか

· 考え方に相当の距離があり、距離を埋める機会を設定する必要を感じた

· 人事異動後、できる限り早期に、かつ頻度を上げて話し合いを持ちたい

· 新制度なども絞り込むなどして行政が呑みやすくする工夫が必要
· 大綱案を基にして行政側の意見をまとめた上での話し合いが必要

· ５～１０年後を見据えた前向きな話し合いとしたい

· 行政は市民の素案策定を見守っているのであり、現段階でのすり合わせは必要がない

· 「使えない」条例素案とならないように、批判してもらうことが大切である

· 行政と協働して策定することにより、行政が許容できる素案となるのではないか

· これまで職員との意見交換を何度か実施してきたが一定の成果は得られたと考える

· 議会基本条例の先行きは不透明だが、外部から干渉すべきではない

· 議会基本条例の制定を市民が期待していることは表明してもいいのではないか

３　制度設計について

1 項目１１「地域組織」に「地域協議会の設置と同協議会に対する市の支援」を盛り込むことについて
【主な意見】

· 今回の案は、案の文章を１１の文言に置き換えるものか、それとも追加するものなのか→追加するものである

· 項目１０「市民の自発的活動」を削除し、１０を「地域組織」、１１を「市民活動」とし、１２として「地域協議会」を項立てしてはどうか

· 一定条件を備えた団体を地域協議会として市が認知するという考え方ではどうか

· 案では「協議会を置くことができる」となっているが、協議会の設置を促進するためにも「置かなければならない」とすべきである

· 「置かなければならない」は強すぎる

· 追加する文章の主語は「市」なのか、「市民」なのか→「市民」である

· 「市民」が主語では協議会設置は進まない

· 「市民が設置し、市が支援する」が妥当である

· 以前、座間市に住んでいたとき、地域にコミュニティーセンターが出来たことがきっかけで、地域の市民活動が活発になった。市は環境整備、後は市民の自主性に委ねるべきであり、義務にすべきではない

· 協議会の性格についての議論を深めるべきである
· 地域（協議会）への予算配分が必要である
· 行政のカウンターパートとして地域協議会が必要

· ５グループ提案では「予算要求できる」としているが、今回の案に盛り込まれなかったのは何故か→予算要求権は当然の権利であると考えたからである

· 課題解決を相談しても放って置かれるのが当たり前になっている。要望を受け入れるか否かの返答が確実に行われる仕組みづくりが必要

· 協議会を公共性がある地域自治組織として位置付けることが重要
· 行政から権限を委ねられることが必要

· 地域における計画と総合計画の整合が図られ、予算化されることが合理的である

· 予算要求は「アメ」であり、行政にとってもニーズを把握できるメリットがある

【決定事項】

· 「地域協議会」については本日の協議を受け、案を修正する。

· 地域協議会、市民委員会、住民投票、推進会議の制度設計について「策定委員会のたたき台」として配布し、各グループで討議してもらい、その結果を策定委員会に報告してもらうこととする。
４　その他
次回全体会の進め方は、第1部は全体会として会則についての協議などを１時間程度行い、第2部は策定作業部会の全体討議として前文について討議を行う。


	特記事項
・次回の策定委員会は、

４月１４日（水）午後６時から　７０１会議室で推進委員会と合同で開催



